
■会社概要（2008年3月31日現在）

東日本旅客鉄道株式会社　

East Japan Railway Company

東京都渋谷区代々木二丁目2番2号

1987年4月1日

2,000億円

61,900人（2008年4月1日現在）

新幹線／1,052.9km　

在来線／6,473.9km

1,703駅

12,667本（2008年3月ダイヤ改正時）

約1,685万人

運輸業

駅スペース活用事業

ショッピング･オフィス事業

その他事業

社　　名

所 在 地

設　　立

資 本 金

社 員 数

営業キロ

駅　　数

一日あたりの列車本数

一日あたりの輸送人員

事業内容

■グループ会社一覧（2008年7月現在）

運　輸

ジェイアールバス関東（株）／ジェイアールバス東北（株）／東京モノレー
ル（株）

スポーツ・レジャー

（株）ジェイアール東日本スポーツ／（株）ガーラ湯沢

不動産管理

（株）ジェイアール東日本都市開発／（株）ジェイアール東日本住宅開発

情報・財務・人材サービス

（株）ジェイアール東日本情報システム／ジェイアール東日本ネットステー
ション（株）／（株）ジェイアール東日本マネジメントサービス／（株）JR東日
本パーソネルサービス／（株）JR東日本グリーンパートナーズ

広告・出版

（株）ジェイアール東日本企画／（株）東京メディア・サービス／（株）オレ
ンジページ

清掃整備・リネンサプライ

鉄道整備（株）／関東車両整備（株）／東日本鉄道整備（株）／（株）東日
本環境アクセス／高崎鉄道整備（株）／水戸鉄道整備（株）／千葉車輛整
備（株）／（株）ジェイアールテクノサービス仙台／（株）東日本アメニテッ
ク／秋田クリーンサービス（株）／新潟鉄道整備（株）／長野鉄道車輌整
備（株）／新日本リネン（株）

建設コンサルタント・設備保守

ジェイアール東日本コンサルタンツ（株）／（株）ジェイアール東日本建築
設計事務所／ジェイアール東日本ビルテック（株）／ジェイアール東日本
メカトロニクス（株）／ユニオン建設（株）／東日本トランスポーテック
（株）／東北交通機械（株）／新潟交通機械（株）

支社別グループ会社

（株）ジェイアール東京企画開発／（株）ジェイアール神奈川企画開発／
（株）ジェイアールかいじ企画開発／（株）ジェイアール宇都宮企画開発
／（株）ジェイアール高崎商事／（株）水戸サービス開発／京葉企画開発
（株）／東北総合サービス（株）／（株）ジャスター／（株）ジェイアールアト
リス／（株）トッキー／（株）しなのエンタープライズ

ショッピングセンター

（株）鉄道会館／東京圏駅ビル開発（株）／（株）ルミネ／池袋ターミナル
ビル（株）／（株）ボックスヒル／（株）川崎ステーションビル／鶴見ステー
ションビル（株）／（株）横浜ステーシヨンビル／湘南ステーションビル
（株）／ジェイアール東日本商業開発（株）／JR東京西駅ビル開発（株）
／宇都宮ステーション開発（株）／水戸ステーション開発（株）／いわき中
央ステーションビル（株）／（株）錦糸町ステーションビル／（株）千葉ステ
ーションビル／弘前ステーションビル（株）／（株）ステーションビル
MIDORI

オフィス

（株）ジェイアール東日本ビルディング

ホテル

日本ホテル（株）／高崎ターミナルビル（株）／仙台ターミナルビル（株）
／盛岡ターミナルビル（株）／秋田ステーションビル（株）／（株）ホテルメ
トロポリタン長野

商事・物流

（株）ジェイアール東日本商事／（株）ジェイアール東日本物流

旅行・レンタカー

（株）びゅうトラベルサービス／ジェイアール東日本レンタリース（株）

　本報告書は、JR東日本グループにおける社会環境活動について、
正確かつわかりやすくご紹介することを目的として発行しており、本年
は2008年3月31日に発表した「グループ経営ビジョン2020 －挑む－」を
ふまえたものとしました。また、JR東日本グループの社会的責任につい
て、特に重要な取り組みについて「特集」で取り上げたほか、グループ
全体での取り組みを重視しました。
　本編は「安全」「環境」「社会」の3側面から取り組みや考え方をご説
明するものとしたほか、編集にあたっては、昨年にひきつづき第一線で
社会環境活動を担っている社員の声をご紹介することに努めました。
　また、本年から一部の環境活動の情報をホームページ上の開示に
変更しました。移管した情報項目につきましては本報告書上に掲載し
ています。

参照した
ガイドライン

環境報告ガイドライン（2007年版）［環境省］
環境会計ガイドライン（2005年版）［環境省］

対象期間
2007年4月～2008年3月（実績データに関しては、2007年度を
対象期間としましたが、活動内容については一部それ以前のもの、お
よび本書発行直近のものも含んでいます）
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小売・飲食

（株）JR東日本リテールネット／（株）日本レストランエンタプライズ／ジ
ェイアール東日本フードビジネス（株）／（株）デリシャスリンク／（株）JR
東日本ステーションリテイリング／（株）JR東日本ウォータービジネス
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※1 JR東日本とJR東日本グループ82社
2007年度末時点。ただし2008年4月「（株）JR東日本グリーンパートナーズ」が新たに設立されております。

グループ理念

行動指針

　ＪＲ東日本グループは、駅と鉄道を中心として、良質で時代
の先端を行くサービスを提供する活力ある企業グループをめ
ざします。
　そのために、グループで働く一人ひとりが、お客さまの視点
に立ち、安全・正確な輸送、利用しやすく質の高い商品・サービ
スの提供に努めるとともに、より一層のお客さまの信頼を得る
ために、サービスレベルと技術水準の向上に向けて、挑戦を続
けます。
　私たちは、お客さまとともに歩み、「信頼される生活サービ
ス創造グループ」として、社会的責任の遂行と利益の創出とを
両立し、グループの持続的成長をめざします。

私たちは、まごころをこめたサービスを行い、お客さまのご期待を
実現します

お客さま第一

私たちは、安全・正確な輸送と質の高い商品・サービスの提供に徹
します

安全・品質の確保

私たちは、自律と連携、チャレンジ精神で、グループの成長を全員
でめざします

グループの発展
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